
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年７月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第一会議室（小白川キャンパス、事務局３階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．山形大学発ベンチャー企業「アプリザイム株式会社」に対するやまがた地域成長 

ファンドによる投資について 

２．世界初 印刷によりハンカチサイズで食品ラップより薄い電子回路作製 

３．山形大学オープンキャンパス２０１４の開催 

 

  お 知 ら せ   

１．国際ボードゲーム展示会を開催 

２．山形大学農学部夏期セミナーを開催  

３．ひらめき☆ときめきサイエンス「算数・数学マジックを楽しもう！in 鶴岡の開催 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年７月２２日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



                                  

プレス発表資料                 

 

平成２６年７月１日                  

山 形 大 学 

 

山形大学発ベンチャー企業「アプリザイム株式会社」に対する 
やまがた地域成長ファンドによる投資について 

 

2011年８月に設立された工学部発ベンチャー企業のアプリザイム株式会社（代表取締
役新國時生氏）は、このたび、株式会社山形銀行が野村リサーチ・アンド・アドバイザ

リー株式会社と組成した「やまがた地域成長ファンド」と投資契約を締結しました。

 

やまがた地域成長ファンドは、「山形に成長をもたらすベンチャー型企業」、および「再生可能

エネルギー発電事業に代表される成長産業分野への参入企業」に対する投資や、「東日本大震災か

らの復興への取り組み」および「地域企業の事業再生への取り組み」を支援するため、出資や債権

買取などを通じて、地域経済の持続的成長に貢献することを目的としたファンド。 

このたび、種々審査を経て以下のとおり出資していただくことにより、アプリザイム株式会社は、

山形大学をはじめ他のアライアンス企業とともに、微生物によるＰＣＢ無害化技術の実用化を中心

に積極的に事業活動を推進し、2017年の実用化を目指します。 

 

１． 投資概要 

（１）企 業 名 アプリザイム株式会社（山形県米沢市 HP：www.applizyme.com） 

（２）事業内容 微生物を用いたポリ塩化ビフェニル（PCB）の無害化事業 

（３）契 約 日 平成２６年６月３０日 

（４）投資金額 ３，０００万円 

（５）投資期限 平成３４年１２月３１日（予定） 

 

２． 投資決定理由 

（１）山形大学工学部（原 富次郎 教授）の研究成果をコア技術として、国内大手メーカーとア

プリザイム株式会社が進める「微生物を用いたPCB の無害化事業」は、高度な技術であると

同時に、環境配慮型技術でもあり、将来有望である点。 

（２）アプリザイム株式会社は、山形大学工学部の知見を活用、県内企業とも連携を図っており、

今後、事業が進むにつれ、県内において新産業の勃興および雇用の創出が期待される点。 

（３）上記の取り組みが、山形銀行の取り組む「山形成長戦略プロジェクト」に合致する企業であ

る点。 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学工学部研究支援課  

 電話 ０２３８－２６－３００４ 

電子メールkoukenkyu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 



平成 25 年 1 月 30 日

 

各 位 

 

「やまがた地域成長ファンド」の組成について 

 

 

株式会社山形銀行（頭取 長谷川 吉茂）は本日（平成 25 年 1 月 30 日）付けで、野村リサーチ・

アンド・アドバイザリー株式会社（社長 高橋 秀行）と投資事業有限責任組合契約を締結し、「や

まがた地域成長ファンド投資事業有限責任組合」（以下、「当ファンド」という。）を組成しました。 

 

当ファンドは、「山形に成長をもたらすベンチャー型企業」および「再生可能エネルギー発電

事業に代表される成長産業分野への参入企業」に対する投資や、「東日本大震災からの復興へ

の取り組み」および「地域企業の事業再生への取り組み」を支援するための債権買取や出資など

を通じて、地域経済の持続的成長に貢献することを目的としています。 

 

当ファンドの設立により、通常の融資業務に加え幅広い金融支援を実践し、「成長産業分野」や

「事業再生支援にかかる分野」への資金供給を積極的に行い、地域を支える産業・企業をサポー

トし、地域経済の活性化に取り組んでまいります。当ファンドの設立概要は以下のとおりです。 

 

項 目       内 容       

名 称        やまがた地域成長ファンド投資事業有限責任組合 

出 資 者       
 有限責任組合員 ： 当行 

 無限責任組合員 ： 野村リサーチ・アンド・アドバイザリー株式会社 

出 資 金        出資総枠 1,000 百万円 

設 立 日  平成 25 年 1 月 30 日 

期 間        約 10 年間（期間延長可能） 

投資対象       

 山形県を中心とした当行の営業地域内で事業を営む企業体 

  ※ 主たる投資先として、以下を想定。 

・ 山形に成長をもたらすベンチャー型企業等 

・ 成長産業分野（再生可能エネ等）への参入を図る事業者等 

・ 東日本大震災からの復興を目指す事業者等 

・ 地域の発展に欠かせない存在として事業再生を図る事業者等 

以 上

 本件に関するお問い合わせ先 

広報室 早坂 

TEL：023–623-1221（代表） 

 

 

 

 

 



平成 26 年 7 月１日 

各 位  
 

「やまがた地域成長ファンド」による投資契約締結について 

 
 株式会社 山形銀行（頭取 長谷川 吉茂）が、野村リサーチ・アンド・アドバイザリー株式会社と組成した「や

まがた地域成長ファンド」は、山形大学工学部発のベンチャー企業であるアプリザイム株式会社（代表取締役 

新國時生氏）と投資契約を締結しました。 

 やまがた地域成長ファンドは、「山形に成長をもたらすベンチャー型企業」、および「再生可能エネルギー発

電事業に代表される成長産業分野への参入企業」に対する投資や、「東日本大震災からの復興への取り組

み」および「地域企業の事業再生への取り組み」を支援するため、出資や債権買取などを通じて、地域経済

の持続的成長に貢献することを目的としております。 

 

１． 投資概要 

（１） 企 業 名   アプリザイム株式会社 （山形県米沢市 当社 HP www.applizyme.com） 

（２） 事業内容   微生物を用いた PCB の無害化事業 

（３） 契 約 日    平成 26 年 6 月 30 日 

（４） 投資金額   3,000 万円 （普通株式 1,000 万円及び転換社債 2,000 万円）  

（５） 投資期限   平成 34 年 12 月 31 日 （予定） 

 

２． 投資決定理由  

（１） 山形大学工学部（原富次郎 教授）の研究成果をコア技術として、国内大手メーカーと当 

   社が進める「微生物を用いた PCB の無害化事業」は、高度な技術であると同時に、環境 

   配慮型技術でもあり、将来有望である点。   

（２） 当社は、山形大学工学部の知見を活用、県内企業とも連携を図っており、今後、事業が 

   進むにつれ、県内において新産業の勃興および雇用の創出が期待される点。 

（３） 上記取り組みは、当行が取り組んでいる「山形成長戦略プロジェクト」に合致する企業 

   である点。 

 

  今後も通常の融資業務に加え、当ファンドを通して幅広い金融支援を実践し、「成長産業分野」や「事業再

生支援にかかる分野」への資金供給を積極的に行い、地域を支える産業・企業をサポートし地域経済の活性

化に取り組んでまいります。 

 

                                                              以 上 
本件に関するお問い合わせ先 

広報室 菊地 

TEL：023-623-1221（代表） 











 

                                  

プレス発表資料                  

                                      

                                   平成２６年７月１日                  

山 形 大 学 

世界初 印刷によりハンカチサイズで食品ラップより薄い電子回路作製 

世界初 ２種類のインクを用いて印刷により世界最大面積・世界最薄の電子回路の作製に成功 
 

山形大学有機エレクトロニクス研究センターの時任静士卓越研究教授と福田憲二郎助教らのグループ

は、２種類のインクを用いて印刷により、世界最大面積（ハンカチの大きさ（約 20cmx20cm））で、世界最薄

（食品ラップの厚みの１０分の１ （約1μメートル （μは1000000の１を表す））の非常に柔らかいフィルムにト

ランジスタ回路を、世界で初めて作成に成功し、手でくしゃくしゃにしても、また、広げても作動することを実証

しました。 

非常に柔らかく大きな面積のトランジスタ回路を印刷で作成ができることで、人の体の一部、また、枕、シー

ツ、衣類にはりつけても、違和感がないことから、将来は、自宅のプリンターで個人のニーズにあったヘルスケ

ア用のセンサー作製への応用も考えられます。 

１．背景 

従来のトランジスタは、シリコンを用いて作成されてきており、重く、曲げられず、くしゃくし

ゃにもできず、また、印刷で作製することはできなかった。山形大学有機エレクトロニクス研究セ

ンターの時任静士卓越研究教授と福田憲二郎助教らのグループでは、ポリエチレンテレフタレート

（略称ＰＥＴ ＰＥＴボトルの原料）シートの上に、２種類（半導体インク（有機）と導電性イン

ク（銀ナノ粒子））のインクを用いて印刷で作製することはすでに報告していたが、用いたＰＥＴ

フィルムの湾曲性はせいぜい数ミリ程度で、食品ラップのように柔らかくはなく、人の体にはりつ

けたり、枕、シーツ、衣類などに張り付けて使用することはできなかった。 

２．意義 

 本研究では、世界最大・世界最薄の電子回路は、ガラス板の支持基板の上に世界最薄のフィルム

をまず形成させ、印刷したあとで、ガラス支持基盤から剥離させる手法を開発した。さらに、表面

平坦化処理、有機半導体のインクと、電気を流す銀ナノ粒子のインクの２種類を用いインクジェッ

トプリンティング法で、線幅５μｍで印刷することで世界初の作製に成功した。 また、作製した

ハンカチの大きさの食品ラップよりもはるかに薄い電子回路を、腕にはりつけ腕を動かしても、ト

ランジスタの作動信号に変化がないことを実証した。 

３．成果の公表 

この成果は世界的な学術誌である「Nature Communications | 5:4147 | DOI: 10.1038/ncomms5147 

| 2014」に掲載されました。 

 

※この成果の一部は、ＪＳＴの地域卓越研究者戦略的結集プログラム「先端有機エレクトロニクス国際

研究拠点形成」事業（平成２６年３月終了）およびCOI-Tプログラム「個人ニーズ未来ものづくりで健康・

感性文化豊かな生活を目指すフロンティア有機システムイノベーション拠点」（平成２５年１１月開始）の

支援も受けて行われました。 

お問い合わせ先  

山形大学 有機エレクトロニクス研究センター 

有機トランジスタ部門 時任静士卓越研究教授 

電話： 0238-26-3725 

 



 

 

別添 参考資料 

 

（１） 今回試作した有機集積回路 

 

（２）開発技術 

・パリレンフィルムは支持ガラスと強固に密着して剥がれにくいが、剥離層上では

密着力が弱く容易に剥がすことができる。但し、集積回路作製のハンドリング中に

はがれることのない程度の密着力は確保した。 

・表面の平坦化など、超薄膜技術に工夫を凝らした。 

・銀ナノ粒子インクおよびインクジェット法を工夫して電極線幅は5ミクロンメート

ルで形成した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 図１ (a)トランジスタの断面構造の模式  
（パリレン -C厚さ～1ミクロン）  
 

 

 

図１ (b) 集積回路の外観写真  
（サイズ：200x200mm2）  
 

 

 

 

             図２ 作製手順  



 

 

（３）性能の特長 

以下の性能はこれまで実現した例がない。 

１）印刷型で世界最高の柔軟性を達成 
曲率半径0.14mmの銅線に巻き付けてもトランジスタ特性が変化しない。 
 

 

       (a)                            (b) 

図３ 今回の集積回路の柔軟性を示す写真(a)とトランジスタ特性(b) 

２）伸縮しても安定動作を実現 

 

図４ 圧縮前後のトランジスタの平面写真 

 

 

 

 

 

図５圧縮歪み印加前後の
集積回路の応答特性。圧縮
されても特性は殆ど変化
しない。 
 

 

 

 

 



 

 

専門用語の説明 

 

○ヘルスケアセンサー 

 これまでのヘルスケアセンサーはシリコンの電子回路をベースに作られてきまし

たが、柔軟性がなく厚く重いので、人の体に付けると装着の違和感を感じ、人の柔

らかい表面に密着しにくい難点がありました。そのため、極めて薄く、柔軟に人の

体の表面にフィットし、動いても優しく追従できる新しいセンサーが求められてい

ます。今回の極薄有機集積回路はこのヘルスケアセンサーの検出回路、信号処理、

制御等への応用に期待しています。 

 

○銀ナノ粒子インク 

ナノメートルサイズの銀の粒子を有機材料で覆い、これら粒子を溶剤に溶かした

もの。表面を覆う有機材料が低温（室温～100℃）の焼成で銀粒子の葉面から脱離す

るので銀の粒子同士が融着し、低抵抗な配線ができる。この種のインクの高性能化、

低コスト化なども研究課題。  

 

○インクジェット法  

微細な孔のノズルを持つインクジェットヘッドから、目的成分からなる少量（ピ

コリットル程度）のインク液滴を基板表面上に吐出させて、その後、乾燥および焼

成処理して目的成分の薄膜を形成する印刷法。 

 

○パリレン 

ポリクロロパラキシリレンの一般的な名称。機械特性やガスバリア性、耐薬品性に

優れた高分子膜であり、封止膜として利用されている。 

 

○ＣＶＤ 

化学気相成長法(Chemical Vapor Deposition)の略称。気相での化学反応により膜を

堆積させる方法である。今回、加熱して気体状態になった単分子膜を蒸着室で対象

物表面にて重合させることで、高分子量のポリパラキシリレン膜を形成している。 

 

○コーティング(スピンコーティング) 

平滑な機材を高速回転させることにより、遠心力で薄膜を構成する手法。 

 

○ディスペンサー 

液体定量吐出装置。液体を精度良く定量供給するコントローラと、可動式のステー

ジから構成される。液体の吐出には圧縮空気（圧空）を用い、シリンジ内に圧空を

注入することで針先から液体を吐出する。圧力・吐出時間と、ステージを制御する

ことで任意のパターンを形成することができる。 



 

                                  

プレス発表資料 
 
                                            平成26年 7月 1日 

                                                    山  形  大  学 
 

あっ！キラリ見つけた！！  

山形大学オープンキャンパス2014の開催 

 

 

山形大学を志望している受験生や、高校１・２年生、高校教員、保護者等 

の皆様を対象に「山形大学オープンキャンパス２０１４」を開催します。 

○７月２６日（土）飯田キャンパス （医学部）                   

○８月 ２日（土）小白川キャンパス（人文学部、地域教育文化学部、理学部） 

○８月 ３日（日）鶴岡キャンパス （農学部） 

○８月 ８日（金）米沢キャンパス （工学部） 

 

 

山形大学のことをより詳しく知っていただくため、各学部（学科）概要説明や、模擬講義、

体験授業、相談コーナー等を行います。 

来場者には、山形大学オリジナルグッズを差し上げます。 

 

◆プログラム 

・各学部（学科）概要説明 ・施設、研究室見学 ・模擬講義、体験授業 

・なんでも相談コーナー ・在学生相談コーナー ・各種資料配付 等 

 

◆シャトルバス 

各キャンパス“最寄り駅”(山形駅、米沢駅、鶴岡駅)から無料シャトルバスを運行します。 

 

 ◆参加申し込み 

山形大学ホームページ及び携帯サイトにおいて、参加受付を開始しています。 

原則として予約制ですが、当日の参加も大歓迎。詳しくは、ホームページをご覧ください。 

 

 

（お問い合わせ） 

エンロールメント・マネジメント部ＥＭ企画課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６３ 





 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平 成 ２ ６ 年 ７ 月 １ 日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．国際ボードゲーム展示会を開催 

ボードゲームは、世界で毎年５千種類以上のデザインが販売されています。サイコロを振ってマ

スを進むゲームよりさらに開拓されていて、コミュニケーション能力を高めるための優れた教材で

もあります。 

小・中・高校生には頭を使う現代のアナログの遊び方を知ってもらい、また、どなたでもゲーム

を楽しみながら本学学生や留学生と交流していただきたいと思います。 

◆日 時： ７月６日（日）１０時００分～１６時００分 

◆場 所： 山形大学小白川キャンパス 国際交流ラウンジ 

◆対 象：小・中・高校生、一般市民どなたでもご参加できます 

 

２．山形大学農学部夏期セミナーを開催  

このセミナーは、「食料系コース」「生命系コース」「環境系コース」に分かれ、講義や実験を

通して、各分野に関する先端の研究を直接体験できる、高校生対象のセミナーです。 

定員は各コース２０名で、先着順となりますので、事前予約が必要です。また、前日には農学部

のオープンキャンパスも開催されます。 

◆日 時：８月４日（月）８：３０～１２：３０ 

◆場 所： 山形大学農学部（鶴岡キャンパス） 

◆対 象： 高校生（学年不問） 

◆申込み： ７月１８日（月）まで。 

 

３．ひらめき☆ときめきサイエンス「算数・数学マジックを楽しもう！in鶴岡の開催 

科学研究費補助金で得られた研究成果を小中学生に分かりやすく伝えるために、本プログラムで

は算数・数学マジックを楽しみます。参加した皆さんが力を合わせ、算数・数学を活用してマジッ

クのカラクリや仕組みを見破り、さらに新たなマジックづくりにも挑戦します。 

    ◆日 時：８月９日（土）１０：００～１５：１０ 

◆会 場：山形大学農学部３号館(鶴岡市) 

◆担 当：大澤 弘典（教育実践研究科教授）、教育実践研究科院生 

 ◆対 象：山形県内の小学５年生～中学２年生，２０名 

◆参加費：無料 

◆申込み：７月１４日（月）必着（申込み多数の場合は抽選） 

＊本プログラムは，日本学術振興会の平成 26 年度社会還元・普及事業「ひらめき☆ときめきサイエン

ス」に採択されたプログラムです。小白川キャンパスで１１月１日（土）にも実施予定です。 





山形大学農学部山形大学農学部山形大学農学部山形大学農学部

夏期夏期夏期夏期セミナーセミナーセミナーセミナー2014

8/4（（（（月月月月））））
8：30～12：30

8：00～受付開始

◆◆◆◆夏期セミナーと夏期セミナーと夏期セミナーと夏期セミナーとは！？は！？は！？は！？

◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール

夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー2014
前日前日前日前日にににに開催！開催！開催！開催！詳細は近日公表！詳細は近日公表！詳細は近日公表！詳細は近日公表！

オープン

キャンパス

8/3（（（（日日日日））））
10：：：：00～～～～16：：：：00

「食料系コース」「食料系コース」「食料系コース」「食料系コース」・「生命系コース」「生命系コース」「生命系コース」「生命系コース」・「環境系コース」「環境系コース」「環境系コース」「環境系コース」に分かれ、

講義や実験を通して、各分野に関する先端の研究を直接体験

できる、高校生対象のセミナーです。

生物や化学に興味を持っている高校生の皆さんの参加をお待ち

しています！

◆お申し込み方法◆お申し込み方法◆お申し込み方法◆お申し込み方法 ※※※※事前事前事前事前予約予約予約予約が必要です！が必要です！が必要です！が必要です！

FAXでのお申込み

【夏期セミナー受講申込用紙】に必要事項を記入いただき、山形大学

農学部学務担当FAX（0235-28-2814）までお送りください。

Eメールでのお申込み

以下の必要事項を記載いただき、山形大学農学部学務担当Eメール

アドレス（nogaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp）までお送りください。

なお、Eメールのタイトルは「夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み」としてください。

＊必要事項＊＊必要事項＊＊必要事項＊＊必要事項＊

①受講者氏名①受講者氏名①受講者氏名①受講者氏名 ②カナ氏名②カナ氏名②カナ氏名②カナ氏名 ③性別③性別③性別③性別 ④住所④住所④住所④住所 ⑤高校名・学年⑤高校名・学年⑤高校名・学年⑤高校名・学年

⑥電話番号⑥電話番号⑥電話番号⑥電話番号 ⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第2、、、、第第第第3希望がある場合は記載希望がある場合は記載希望がある場合は記載希望がある場合は記載

してください）してください）してください）してください）

食料系コース 生命系コース 環境系コース

8：50～12：00 【実験】

牛肉に牛肉に牛肉に牛肉にもいろいろありましもいろいろありましもいろいろありましもいろいろありまし

て－肉質からの評価て－肉質からの評価て－肉質からの評価て－肉質からの評価－－－－

堀口 健一

安全農産物生産学コース教授

松山 裕城

安全農産物生産学コース准教授

8：50～10：20 【実験】

バイオマスからバイオマスからバイオマスからバイオマスからエネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

をつくるをつくるをつくるをつくる

渡辺 昌規

食品・応用生命科学コース准教授

10：30～12：00 【実験】

イネのイネのイネのイネのDNAを見てみようを見てみようを見てみようを見てみよう！！！！

星野 友紀

植物機能開発学コース准教授

8：50～10：20 【講義】

モンスーンアジアにおけるモンスーンアジアにおけるモンスーンアジアにおけるモンスーンアジアにおける

水資源とその利用水資源とその利用水資源とその利用水資源とその利用

藤井 秀人

水土環境科学コース教授

10：30～12：00 【講義・実験】

防風林の防風効果を防風林の防風効果を防風林の防風効果を防風林の防風効果を

はかるはかるはかるはかる

柳原 敦 森林科学コース准教授

◆8：30～8：45 開講式

◆8：50～12：00 3コースに分かれて実験や講義を行います！

◆12：00～12：20 閉講式

申込〆切申込〆切申込〆切申込〆切

7/18（金）（金）（金）（金）

定員は定員は定員は定員は

各コース各コース各コース各コース20名名名名
（先着順）（先着順）（先着順）（先着順）



【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】    

 

食料系コース、生命系コース、環境系コースから 1 つ選んでください。 

第 2 希望及び第 3 希望のコースがある場合は、順番に記入してください。 

定員は各コース 20 人で、受付は先着順とします。 

 

 

希望コース名：                         

 

 

 

フ リ ガ ナ ：                             

 

受講者氏名：                    性別：       

 

住所：                                 

 

高校名：                      学年：       

 

電話：                    

 

E-mail：                                

 

その他（セミナーの内容について、質問・要望等ございましたら何でもご記入ください） 

 

 

 

 

申込締切：7 月 18 日（金）（必着） 

 

申込用紙提出先： 

〒997-8555 鶴岡市若葉町 1-23  

山形大学農学部学務担当夏期セミナー係 

E メールアドレス nogaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

電話番号 0235-28-2808 ファックス番号 0235-28-2814 




